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資料紹介
1．はじめに
　2006 年に我が国に初めてラーニング・コモン
ズを紹介した米澤は，ラーニング・コモンズが出
現した背景を「学部教育の新たなパラダイム転
換，すなわち学習理論が『知識の伝達』から『知
識の創出・自主的学習』に移行したことととも
に，  顧客層の鮮明化の必要性という要因」に求め，
ラーニング・コモンズを「ネット世代の学習支援
を行う図書館施設もしくはサービス機能」と定義
し，ラーニング・コモンズの事例として米国のマ
サチューセッツ大学アマースト校，マウント・ホ
リヨーク大学と英国のウォーリック大学を紹介し
ている 1）。また， 茂出木はラーニング・コモンズ
を「簡単にいえば，学習の場としての大学図書館
を象徴する施設モデルであり，電子ジャーナルに
代表される電子的な学術情報資源の普及により起
こった「図書館不要論」や入館者の減少という大
学図書館の危機に対する図書館側からの解決提言
とも言える。」と説明し，見学に基づきラーニング・
コモンズの事例として米国のマサチューセッツ大
学アマースト校とマウント・ホリヨーク大学を紹
介している 2）。
　本稿では，ラーニング・コモンズについて書か
れた英語の図書を紹介するとともに従来の日本
語の文献では余り紹介されてない，インフォメー
ション・コモンズとラーニング・コモンズの違い，
インフォメーション・コモンズ発達の経緯，図書
館ユーザとしてのネット世代，ラーニング・コモ
ンズ導入後の大学図書館の変化についての一部の
論文を紹介する。
　なお，本稿では特に断らない限りインフォ
メーション・コモンズとラーニング・コモンズ
は同じ意味を持つ用語として使用する。また，
Information Commonsの訳語として使われる「情
報コモンズ」は，「社会の存続にとって不可欠な
情報の共有とフェア･ユース（fair use）の推進を
説く動き」として説明されることがあるので 3）
インフォメーション・コモンズという用語で統一
する。
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2 ．ラーニング・コモンズに関する図書
　先ず，ラーニング・コモンズに関する図書とし
て 2006 年に出版された Beagleの「インフォメー
ション・コモンズハンドブック」4）を上げるべき
であろう。本書は，インフォメーション・コモン
ズが何であるかのみならず，大学図書館における
インフォメーション・コモンズの役割についても
説明し，インフォメーション・コモンズの計画と
設計の実務側面も扱っている。付録の CD-ROM
には 10 機関（米国のブルックデール・コミュニ
ティ・カレッジ，シャーロット・ラテン語学校，
コロラド州立大学，エロン大学，トロント公共図
書館およびノースカロライナ大学シャーロット
校，カナダのカルガリー大学，ニュージーランド
のオークランド大学，ドイツのブランデンブルク
工科大学，オーストラリアのサンシャイン・コー
ト大学）成功事例について図面や写真等のドキュ
メントが含まれているので資料的価値も高い。
　著者は，p.xviiiでインフォメーション・コモン
ズを「学習の支援の中で組織化され，一群のネッ
トワークのアクセスポイントと関連する ITツー
ルで，物理的資源やデジタル資源や人的資源や社
会資源との関連で配置されたもの」とし，一方，
ラーニング・コモンズを「インフォメーション・
コモンズの資源が他の大学の他の部署が出資する
学習イニシアティブと協力して組織化されるか，
協力過程（collaborative process）を通じて規定さ
れた学習成果と協力する場合のできごと」と定義
している。
　本書がインフォメーション・コモンズの計画，
実施および評価を歴史的背景や大学との関係で体
系的に調査したハンドブックであるのに対して，
事例研究を通じて成功しているインフォメーショ
ン・コモンズの試行を跡付けた図書が 2008 年に
出版された Baileyと Tierneyの「インフォメー
ション・コモンズによる図書館サービスの変容」5）
である。「インフォメーション・コモンズとラー
ニング・コモンズの定義」，「計画」，「実施」，「評価」
の章に続き，本書の大半を占めるのは，北米の「大
規模大学図書館（アリゾナ大学，ブリガムヤング
大学，カルガリー大学，カリフォルニア・ポリテ
クニック大学サンルイスオビスコ校，ジョージア
大学，ゲルフ大学，インディアナ大学ブルーミン
トン校，マサチューセッツ大学アマースト校，ミ
ネソタ大学－ツインシティーズ，ノースカロライ
ナ大学シャーロット校，南カリフォルニア大学，
南メイン大学，ヴィクトリア大学）の事例研究」
と「小規模大学図書館（アビリーン・クリスチャン・
ユニバーシティ，アズベリー神学校，カールトン・
カレッジ，シャンプレイン・カレッジ，ディクソ
ン・カレッジ，セントピーターバーグ・カレッジ）
の事例研究」の章で取り上げられた 20 のインフォ
メーション・コモンズの事例研究である。事例研
究は各機関の担当者が執筆しているが，最初にイ
ンフォメーション・コモンズの概要の表があり，
同じ構成で比較が容易になっている。また，写真
や図もある。最後に「実践から学ぶ」がまとめの
章として付いている。
　2008 年に出版された Schaderを編者とする「ラー
ニング・コモンズ：進化と共同の本質的要素」6）
は 2006 年 4 月に開催された「第 11 回カリフォル
ニア大学・研究図書館会議」のラーニング・コモ
ンズについて事前会議の発表がきっかけとなった
ものである。本書は 11 章から構成され，最初の
章「インフォメーション・コモンズからラーニン
グ・コモンズと学習空間へ：進化の背景」でラー
ニング・コモンズ発展の経緯を述べ，最後の章
で「Facebookを超えて：ソーシャル・ネットワー
クとしてのラーニング・コモンズを考える」で今
後の進化を予想しているが，残りの 9章はそれぞ
れがテネシー大学ノックスビル校，カルガリー大
学，カリフォルニア州立大学サンマルコ校，グラ
スゴー・カレドニア大学，オハイオ大学オールデ
ン図書館，スタンフォード大学医学部，ヴィクト
リア大学，ジョージア工科大学およびオークラン
ド大学のラーニング・コモンズの詳細な事例報告
である。
　なお，ラーニング・コモンズの関連では，2006
年に出版された Oblingerの「学習空間」7）が重要
である。本書は，利用者中心の学習空間の哲学的
根拠を調査したもので「学習者の期待が，そのよ
うな空間，学習を容易にする原則，活動および学
習環境を作成する側から見たテクノロジーの役割
にどのような影響を及ぼすか」に重点を置いてい
る。この論文集には米国と世界の「革新的な学習
空間」の 30 の事例研究が含まれている。本書は
電子ブックとして EDUCAUSEのウェブサイトか
ら無料でダウンロードできる。
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　また，2008 年に出版された Hernonと Powellの
「キャンパス情報サービスの融合と共同」8）は，
ラーニング・コモンズに限らず，大学の使命と密
接に結びつくための大学図書館と大学の他の部署
やサービスとの融合と共同について調査を行った
ものでカリフォルニア大学アーバイン校，ジョー
ジア工科大学，ミシガン大学ディアボーン校，カ
ルガリー大学，マサチューセッツ大学，ジョージ
ア大学，コロンビア大学，イェール大学，サフォー
ク大学および農業ネットワーク情報センターの
事例が報告されている。 カルガリー大学，マサ
チューセッツ大学およびジョージア大学はラーニ
ング・コモンズの事例である。
3 ．ラーニング・コモンズに関する雑誌論文
3 . 1  インフォメーション・コモンズとラーニン
　　　グ・コモンズの違い
　Benettの「論説：インフォメーション・コモン
ズあるいはラーニング・コモンズ：私たちはどち
らを持つのか？」9）は，インフォメーション・コ
モンズとラーニング・コモンズの根本的な相違は，
前者は機関の使命を支援するが後者はそれを制定
することであると指摘する。
　また，著者は大学の使命（mission）を支援する
が，制定できない図書館員や大学コンピューティ
ングの担当者のみではラーニング・コモンズを設
置することができないとし，ラーニング・コモン
ズの成功は図書館や大学コンピューティングのよ
うな支援・サービス部署による協力行動ばかりで
はなく，当該機関の学習目標を策定している大学
の部署の関与によって決まると主張している。
　さらに，ラーニング・コモンズの設計に当って，
その空間に何があるべきかではなく，その空間で
何が起こるべきかを質問することから始めなけれ
ばならないと述べている。 
3 . 2  インフォメー ション・コモンズの発達の経緯
　Spencerの「新しいモデルへの進化：インフォ
メーション・コモンズ」10）はインフォメーション・
コモンズの考え方の発展を跡付け，1990 年代の
「レファレンス再考」サービスへの動きが，「場所
としての図書館」運動と交差し，この衝突がテク
ノロジーの変化と利用者の期待と結びつき，イン
フォメーション・コモンズ・モデルをもたらした
と指摘している。
　また，著者はインフォメーション・コモンズ・
モデルの将来の拡張の方向性として，（1）学部学
生のみならず大学院生や教員に最もうまくサービ
スするためのインフォメーション・コモンズの導
入あるいは拡張の方法，（2）他の部門との連携の
制限，商業パートナーとの新しいサービスの開発，
図書館との連携，（3）インフォメーション・コモ
ンズと図書館の関連のあり方，デジタル・イン
フォメーション・コモンズの可能性，（4）現在の
モデルのテクノロジー重視の妥当性，特殊コレク
ションやアーカイブのような専門化されたサービ
スや非デジタル資料とインフォメーション・コモ
ンズの親和性，（5）新しい研究環境によるレファ
レンス・インフォメーション・サービスの根本的
変革の可能性や必要とされるスキルやコンピテン
シー，を示唆している。
3 . 3  図書館ユーザとしてのネット世代
　McDonaldと Thomasは「視点：図書館文化と
新世紀世代の価値との断絶」11）で大学図書館が
次世代の学生にとって適切であり続けるために，
大学図書館はテクノロジー，方針，機会の三つの
面で変革を検討しなければならないと主張する。
　著者は大学図書館の哲学に関する基本的な課題
は，大学図書館が利用者の方向に沿ってどの程度
動くべきか，そして利用者は大学図書館が示す方
向に沿ってどの程度動くかを予期すべきかである
と指摘する。さらに，大学図書館は競争と電子化
によって変化したが，それはインフォメーション・
コモンズに見られるように場としての図書館に顕
著であるが，残念ながら仮想インフォメーション・
空間でのサービスの点では，図書館による利用者
のニーズへの支援が古い価値に固執したまま行わ
れているので，オンライン利用者は図書館が提供
しているものにさえ気がついていないことが多い
と述べている。
3 . 4  インフォメーション・コモンズと学習との
　　　関連
　Lippincottの「インフォメーション・コモンズ
を学習に結び付ける」12）は「学習空間」7）の第 7
章に当り，インフォメーション・コモンズの概念
を調査し，その特徴を説明し，インフォメーショ
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ン・コモンズと学習の結び付きについて焦点を当
てることにより，大学の学術目的を支援するス
ペースの確保を選択するインフォメーション・コ
モンズの計画に携わっている関係者に役立つ情報
を提供している。
　著者はインフォメーション・コモンズが情報
サービスではなく，利用者サービスであることを
強調し，その全体目標が作業の切れ目のない環境
を提供することにより，キャンパス・コミュニティ
のサービスを改善することであると述べている。
また，インフォメーション・コモンズは図書館を
超えるモデルであり，改修された図書館内に設置
されることが多いにせよ，新しい建物や図書館以
外の建物に設置されていることを紹介している。
なお，最後に「インフォメーション・コモンズの
計画」と「計画者への重要な質問」のチェックリ
ストが付いている。
3 . 5  米国大学図書館のラーニング・コモンズ導
　　　入の現状と影響
　Danielsと Barrattの「ラーニング・コモンズに
共通するものは何か？この変化する環境でレファ
レンス・デスクを見ると」13）は，インフォメーショ
ン・コモンズやラーニング・コモンズ環境におけ
るレファレンス・サービスの現在と将来の動向に
ついての意見を知るために米国の大学図書館員を
対象にして 2008 年 ?に行ったアンケート調査（質
問数 17，回答 147 件，分析対象 137 件）を集計し，
分析したものである。
　回答事項の分析は，ラーニング・コモンズで提
供されるサービス，デスクの名称，ラーニング・
コモンズにおけるレファレンス・デスクへの担当
者配置，MLIS〔図書館情報学修士課程〕プログ
ラムと新しい図書館員のスキル，ラーニング・コ
モンズがレファレンス・デスクに与えるインパク
ト，ラーニング・コモンズの成功，ラーニング・
コモンズの課題およびラーニング・コモンズに関
連した不安の 8項目である。
　分析結果のうち，ラーニング・コモンズがレファ
レンス・デスクに与えるインパクトは「レファレ
ンス・デスクでの局所変化ではなく，図書館の性
格の一般的変化が大きく」，「ラーニング・コモン
ズの新しい空間が学生生活と共鳴しつつあり，良
くも悪くもにぎやかで活動的な場所となってい
る」と説明されている。次に，ラーニング・コモ
ンズの成功は，「図書館における人の出入りの増
加であり，学生はそこで提供される新しいサービ
スや技術や共同作業空間を活用するため図書館に
戻ってきたが，騒音の増加がコモンズで直面して
いる最大の課題である」と述べている。さらに，
ラーニング・コモンズの課題は「図書館員と IT
専門家の間，場合によっては図書館員自身の間の
サービス哲学の破壊」であり，「ラーニング・コ
モンズは，図書館や IT部門やキャンパスの他の
大学の部署の間の一体となった取り組みの役割を
果たすので，これらの空間についての包括的な
ミッションやアイデンティティへの合意への到達
は簡単ではなく」，「生産性ソフトウェアやその他
のテクノロジーによって学生を効果的に支援する
ため担当者のスキルを最新の状態に維持すること
に不安」があり，「ラーニング・コモンズの空間
が古くなると，コンピュータやソフトウェアを更
新し，突き詰めるとキャンパスの技術センターと
してのコモンズの位置を維持するための資金を獲
得が難しく」，「図書館員は他の非図書館部署と連
携するので，ラーニング・コモンズの出来事につ
いてコントロールのレベルが減少する」ことが挙
げられている。
4 ．おわりに
　本稿では，ラーニング・コモンズについて書か
れた英語の図書と論文を紹介した。我が国の大学
図書館におけるラーニング・コモンズは揺籃期に
あるので，諸外国のラーニング・コモンズの広範
な紹介と包括的なレビューが今後まとめられるこ
とを期待したい。
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